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日中戦争期 におけ るアメ リカの対華支援(1)

一一

一経済的動機を中心に一.一

大 石 恵

は じ め に

日中戦争開戦後r対 日戦を遂行す るため に,国 民政府は欧米諸国に軍事 ・経

済両面の支援 を要請 した。 しか し,ソ ビエ トを除 く西側 諸国は,ヨ ーロ ッパ情

勢,自 国内で の対華支援 に対す る反発や疑問な どのために,暫 くはその要請 に

応 じなか?た 。 ア.メリカもその例外 ではない。 アメ リカによる支援は
,紆 余曲

折 を経て1939年 以 降本格化 するこ とになる。

ところで,当 時欧米 諸国によって行われた対華支援 の概要 をいち早 く明 らか

に したの は,ヤ ング(ArthurN .Young,1890-1984)1〕 で あ る。彼 は ,1929年

か ら凡 そ20年 間 にわた って国民政府 の経済顧問 を務めた 人物で ,実 体験 を もと

に戦時期中国の経 済情勢 を詳細 に書 き残.してい る
。彼 の手 によ って,欧 米の対

華支援 策の全容 はほぼ解明 された と言 えよう。彼 によれば,日 米開戦 まで中国

が何 とか抗 日戦線 を持 続で きたのは ,何 よ りも欧米か らの借款 をは じめ とする

支援策であ った。

これに対 して,近 年 の研究で は
,欧 米 によ る対 華支援策 の意義 ・役割 などに.

関す る評価 は概 して高 くない3,。つ ま り,ヤ ングが明 らか に した対華支援 策の

1)ヤ ングは,1918年 のメキシコを皮切りにホンジュラスなどでもfinancialadvisorを務めた。太
平洋戦争末期に行われたブレトン耳ウッズ会議には,中 国代表の一員として出席した。口中戦争
開戦以降の中国経済については,Y。u㎎ 〔12〕,〔13ユに詳説されている。
2)鈴 木 〔22〕は.外 交史的視点からアメリカの対華支援を究明しており

,孤 立主義下にあるア.メ
リカがワシントン輸lll}入銀行{Expor　.lmpDrlBankofWas卜ingtりn}以 下

.輸 銀と省略)を 経由
して支援を行わざるをえなかったこと、ヨーロッパ戦線を重視していたため中国への支援が後ノ

ー

L
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第1表 各国の対華借款供与(1937-1941年)

調印年月日 国名
金 額

(単位:100万)

利 子

(%)

満期

(年)
目 的

1938.3.1 ソ $50 3 1943 軍事品購入など

.

1938.4.22 仏 Francs150 7 1953 鉄道建設
1938.7.1 ソ $50 3 1945 軍事品購人など

1939.2.8 米 $25 4% 1944 非軍事品購入
1939.3.10 英 £5 2% 1945 通貨安定
1939.3.15 英 £0.5 5渥 1943 トラ ック購 入

1939.6.13 ソ $150 3 1952 軍事品購入など

1939,8.18 英 £2,859 5 1949 イ.ギリス製品の購入

1939ユ2.11 仏 Francs480 7 1954 鉄道建設
ユ940.4.20 米 $20 4 1947 非軍事品購入
歪940.10.22 米 $25 4 1945 非軍事品購入
1941.2.4 米 $50 4 1948 非軍事品購入
1941.4.ユ 米 S5〔} 1% *D 通貨安定
1941.4.1 英 £5 1% *1> 通貨安定
194].6,5 英 £5 3}5 1951. ポンド圏からの製品購入

注1):30日 前 の 通 知次 第.

出 所Young〔13〕AppendixIIよ り一 部転 載。

全容を前提 としつつ も,そ の成果 を欧米側 にウエ.イ トを置 いて評価 してい るの

である。

このよ うな研究 はい くつかの事実に基づ くもので あ り,そ れ な りの成果 とし

て受容 され て然 るべ きであ ろ 飢、実際,西 側諸 国の 中で最大 の支援 を行 った

アメ リカの場合,そ の規模 は ソビエ トによるそれ と比較す ると小 さい駅 第1表

参 照〉。 また,日 米開戦 前 にお ける ア.メリカの対 日姿勢が 宥和 的態度 であ っ

＼ 手 にま わ った こ とを 明 らか に してい る。 しか し,E記 の視 点 に加 え て,中 国 に対 す る ア.メ リ カの

経 済 的動 機 も考 え併 せ る必 要 が ない だ ろ うか 。

3)確 か に,他 国 と比 較 して ソ連 か らの 対 華 支 援 額 は 目 立 って い る、 しか しなが ら国 民 政 府 は 対 ソ

警 戒 感が 根 強 く.欧 米 諸 国 の 中で 率 先 して,惜 しみ な い救 い の手 を国 民 政 府 に差 し伸 べ た ソ連 か

らの援 助 物 資 を備 蓄 し,ソ 連技 術 者 ・パ イ ロ ッ トの増 員 計 画 に.反対 す る な ど,ソ 連 か ら極 力 内 政

十 渉 さ れ な い よ う対 応 を 採 っ て い た 〔UnjtedSm【 郎Departmc皿tofState ,Rε ωπム・け.∫加 配 乱

DepartmentofStateRelatingmlnte.nafAffairsofChina 、溜0..4.9,Depe・tm・ 直t・fSt・t・De.

c血alFile〔 以 下,DedlnalFileと 略 記)893x1/6985SteivhavdttoSecretaryofState ,Septem.

be,22,1939),

■■iii■ ■際.下.篤..
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たりために,結 果 として対華支援 の効 果が相殺 され た こと も看過で きない。

しか しなが ら,そ れ は事実の一面で しかない。例 えば,ア メ リカの財界の動

向を見 る と様相 は異 なる。 アメリカに とってアジア諸 国の中で最大の シェアを

占めてい た貿易相手国は 日本であ った。 したが って,日 中開戦後において もア

メリカの輸出入業者 らはR本 を重視 し,対 日取引 を継続 していた。それは当然

の成 り行 きであ った。 しか し1930年 代 末 に至 って,ア メリカ財界 は戦後 の中国

市場で得 られ るであろ う利益 に大 きな期待 を寄せ,ア メリカ政府 の戦後世界 の

構想以前に中国の戦後復興過程 におけるアメ リカ経 済の重 要性 を唱 えていた。.

また,当 時のルーズヴェル ト大統領が 日中戦争末期 に戦後 の海外市場の確保 ・

拡大策を念頭 に置 き,そ の一環 として中国市場 の確保 ・育成 を構想 していた5〕。

いず れに して も,ア メ リカによる対 華支援 の低調 さを,中 国軽視の証左 とす る

ことはで きないであ ろう。む しろ アメリカの対華支援 の背景 には ,政 財界 の共

通 した中国市場重視の姿勢 が見受 け られ るのであ る。 したが って,ア メ リカは

一方で 中国大陸 におけ る日本 の膨脹 阻止 を行い
,他 方では中国市場で のア.メリ

カ.権益 を維持 しようとした と考 えられ る。

本稿 では このよ うな視点 に立 ち,盧 溝橋事件(1937年)か ら 日米開戦(1941

年)に.至 るおよそ4年 間.にアメ リカが行 った対華支援策 について検討する.。従

来重視 され ていた外交史的視 点 に加 え,当 時 の米 中貿易 をは じめ とす る経 済的

側面 も考慮 しなが ら,ル ーズ ヴェル ト政権 の戦後構想の原点を も考えたい。今

↓,コ ーーエンが 「アメリカはH本 にとって最も重要な武.器供給国1(Cohen〔2〕p .133)と 述べて
いるように,ア メリカ{t1939年まで緩やかな対日武器禁輸措置しか採用していなかった。
5)ル ーズヴ匹ルトの親中岡政策の背景には,か つて母方め親族が中国貿易に従事しており,日常

的に中国への好意的姿勢を植えf寸けられる 〔DalIek〔3)P.535,WeUes〔11〕p.78)と いう個人

的事情があった。ルーズヴェルトはこのような特殊な環境に基づき.19世紀以来資本家の問に漠

然と存在していた中国を潜在的.市場と見なす考え方に沿って中国を重視していたようであ乱 破

は.戦 後世界体制を構築する上で中国を米英ソに並ぶ大国として位煮付け,戦 後太平洋地域の平
和維持に必要な国家と見なしていた(Danek〔3〕p.389)た め,ソ 連の反対を押し切ってまで

中国を国連常任埋事国とした。しかし,こ のような彼の中国重複は正確なIll国認識に裏付けられ

たものではなく,非 現実的部分も多かった 〔∫う鳳,p、535).ことを見過ごしてはならない。真珠

湾攻撃以降 アメリカの対華政策において中国の安定化・大国化が推進された点については,小

堀訓男 「第Z次 大戦時における.米国の対中政策転換の研究(1)」 『駒澤大學法學部研究紀要」第

51号,1993年3月 を参照されたい。



76(32① 第166巻 第4号

回は主 にアメ リカの外交文書 に依拠す るが,ア.メ リカ政府だけでな く,支 援 の

過程で登場 す る対華 ビジネス活動,.民 間団体が行 った対 華支援 も踏まえて,日

中戦争前半期 の対華政策 を論 じてみたい㌔

豆 銀 購 入

米中両国間での銀問題は,世 界恐慌に溯ることができる。19世 紀後半より,

銀価は世界的に低落傾向にあったが,世 界恐慌で拍車がかか り,1929年 を境に

急激に..ド落 した。世界有数の産銀国であったアメリカは,20世 紀初頭の銀価下

落による国内産銀業者の損害を補償すべく,銀 購入法を成立させた。これは,

ロ)ア.メリカ国内の産銀業者を保護する,〔2)恐 慌で低..トした銀本位国の購買力

を回復させる,と いう2つ の目的で成立 した法律であったが,当 然のことなが

ら〔2)の目的は達成されず,逆 に当時最大の銀本位国 ・中国の経済を金融恐慌に

陥れ,最:終 的には同国を銀本位制から離脱させた。

このように,銀 購入はアメリカの国内要件から実施された政策であ り,国 民

政府は通貨制度の変更を余儀なくされたが,幣 制改革後,銀 購.入法が有利に働

いた。アメリカが国民政府の保有する国有化銀を買い.ヒげたことで,中 国幣制

は日本による大量の外貨売 りにもかかわらず維持されたのである。

その後,議 会からの銀購入要求は沈静化 し,同 時に世界市場での銀価格 もほ

ぼ一定の水準に落ち着いたことか ら,日 中戦争勃発後,ア メリカは中国大陸で

の口本の膨張阻止および対華支援を前提とした銀購入の実施へ と,銀 政策を大

き く転換 させた。

以下では,草 溝橋事件発生以後に行われたアメリカの中国銀買いkげ を概観

す る。

6)本 稿 は.幣 制改革(1935年)後 のア メリカ政府 の対華支援 に関 して筆者が行 ってき.た 漣 の研

究(拙 稿 「中国の通貨金融政策一1935年 の幣制改革と英米の支援をめ ぐって一 」修 ⊥学位論

文,大 阪府立大学,1998年,拙 稿 「ア メリカ銀政策 と中国の幣制改革」 『京都大学経済論集』 第

14号1992年2月)を 後継 する ものであ る。本稿では,そ れ らの研 究において追究 してきた政府
レベ ルの対 華支援 の議論 に加 え,民 間部 門の動向 も考察す ることで,H中 戦争期 におけるアメリ

カの対華支援 を新 たな側 面か ら捉 えたい とい う意図がある。
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1937年 の アメ リ.カの銀購 入は,事 件直後,1ユ,12月 ゐ3度 にわた って行われ

た。.最初の契約は事件 翌日の7月8目 に結ばれ,1オ ンスあた り45セ ン トで総

量6,200万 オ ンスの銀が アメ リカに買 い上 げ られた。2件 臼は,7月 同様 に1

オ ンスあた り45セ ン トで1,000万 オ ン.スを購 人す る契約であ ったが ,こ の数 日

後に更に1,000万 才 ヒスを追加購入す る旨が取 り決め られ,11月 だ けで5 ,000万

オ ンスの111国 銀 が アメ リカに引 き渡 された。その際 銀 は1 ,000万 オ ン.スずつ

5回 に分割 して購入された。12月 に結ばれた契約では ,中 国銀 は半月 に1度 の

割合で前月同様 に分割購入 され た。 また,購 入期 間は12月15日 か ら翌1938年2

月15.日 まで と定め られ た。ユ936年 以 降,米 中両国は二国 間協定方式で銀売却を

進めていたため,取 引 による銀.市場への直接 的影響 は考 えに くか った。 しか し,

ア メリカ則.務省は上記の取引につ いて公表 を避 けた。

1938年,ま ず2.月 に5,000万 オ ン.スの銀購 入が契 約された .こ れ は,先 回 と

同 じくアメリカが 半.月ユ回の割で5回 に分けて5,000万 オ ンスを購 入す ること

となった。 これまで1オ ンス45セ ン トであ った単価 は ,4月1日 以降に購入す

る銀 に関 しては1す ンス43七 ン トに引き ドげ られたη。 この銀購 入が完了す る

や否や,ア メ リカは中国か ら更な る銀購 入の要請を受 け,先 回と同 じ条件の ド

に,7月 か ら9月 にか けて5 ,000万 オ ンスを購 入す ることを決定 した。前年 ま

で,ア メ リカは中国銀購 入に際 して,銀 の売却益 は通貨安定 に利 用す るとい う

制限 を設 けてお り,日 中戦争勃発後 も,中 国 は銀売却益 で武器弾薬 を購入す る

ことがで きなか った。 しか し,ア メ リカは この制 限 を撤廃 したた め
,中 国 に

とって1938年 の 銀売却 は大 きな意義があ った。

.1939年 夏 には,中 国はアメ リカに対 し℃銀購 入の対価 ,あ るい は後述す る輸

銀借款の利.用を通 じて金 の獲得 に意欲 を覗かせ ているB)、当時,中 国 は極度 の

イ ンプ レー.ションに陥 っていたため;イ ギ リス と共 同で通貨安 定基 金を設立 し

の ナ メ リ カの 中 国 銀購 入 に関 して,最 大 の 銀 供 給 国 で あ った メ キ シ コが 中 国銀 の価 格 設 定 に関 し

て 何 らか の 要求 を 出 し,そ の 影 響 で1オ ン スあ た りの銀 価 格 が 変 更 に な っ た と考 え られ る
.

呂)D,,i.,alFile893.51/6947Buni庶1.oSe(.rotaryofStatc ,July26,】939.



78〔322}第166巻 第4号

通貨価 値安定に努めたが,設 立後数 ヶ月間で資金 が枯渇 し,運 営不能 に陥 って

いた。笑中基金 が実 質的 に消滅 し,法 幣の価値安定 を図る次 の策 を講 じる必要

.性 に迫 られた時,国 民政府 はアメ リカが保有 す る金 に着 目した のであ る。

戦時体制 の下,国 民政 府 はイ ンフレ対策 お よび継続 的 な軍事物 資購.入のた

め,通 貨安 定,外 貨準備確 保 は必要条件 であ った。 そこで,幣 制改革以降の銀

国有化 に加 えて,金 も国民政府 が回収 しよ うと,宋 美齢 や都 頴超 らが キ ャン

ペー ンを行 ったので ある。 アメ リカに対 す る金 の要求 は,対 日戦 を続行 しなが

らも欧米諸 国か ら軍事支援 を受 けられない中国の危機感の表れ と見 ることがで

きる。

ところで,ア メ リカで は1933年 の ルーズ ヴェル ト大統領就任前後 に急速な金

ス トソクの減少が見 られ,外 国為替市場が崩壊 した。 ルー ズヴェル トは,銀 行

救 済策 として銀行休 日を宣言 し,同 時に金銀貨 ・地金の輸出禁止,金 貨退蔵の

禁止 を経 て,同 年4月 の金輸出禁止令 を以 て完全 に ドルと金の兌換を停 止 した。

その後,ア メリカ国内物価 の下落傾 向を阻止す るため,財 務省 と復興金融公社

が引 き上げ られた金価 格で金を買い上 げ続 けていたのであ った。故に,ア メ リ

カの金保有量 は,国 民政府 か らの要 請に応 じられ るだ けの余裕があ った と考 え

られる。 しか し,1943年 まで,ア メリカ政府 は米 中間での金銀交換 および金輸

出のための輸銀借 款交渉 には一 切応 じなか った。

1939年 以 降,中 国が保 有す る銀 の減少か ら銀売却量は次第に落ち込んでい く

が,そ れに代わ って,借 款 に よる直接的支援が行われ るようにな っていった。

蔵溝橋事件以降,真 珠 湾攻撃 まで のおよそ4年5ヶ 月間で アメ リカが中国か ら

購 入 した銀 は3億6,000万 オ ンス,総 額1億5.700万 ドルにのぼ った。

II対 華 借 款

世界恐慌 の影響 か ら産業,雇 用 を救済す るため,ア メ リカ政府 は民 間部 門に

対 す る積極 的 な国家 資本 の投 入 を進 め る ことを 目的 として,復 興 金融公 社

(ReconstructionFinanceCorporation)な どの政府 機関 を設置 した。その うち,
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貿 易 ・銀行に携 わる様 々な民 間団体か らの要望 と復興金融 公社 の対外金融支援

問題9〕か ら設立 されたのが,輸 銀であ った1『}。

恐慌 か らの再生策 と して,ア メリカは海外市場 の拡大 を提唱 したが,輸 銀 も

他の政府 系機 関同様,そ の一翼 を担 う組織 として期待 された。1934年 に ジ ョン

ソン法(JohnsonAct)が 制 定 されたため,輸 銀を経由 した信用供与 は,対 ラ

テ ン ・アメ リカ諸 国の比重が大 き くな っていたm。 しか し,一 国 レヴェルで見

る と,輸 銀の貸付残高が最 も大 きいの は中国で あった(第2表 参.照)。 中国へ

の信用供与が本格的 に行われ るようにな った のは1939年 以 降であ り,.1938年 以

前 に当該行が 中国 に対 して行 った信用供与 は,か つて復 興金融公社が行 った小

麦借 款 〔193.1年),棉 麦 借款(1933年)の 残務 を引 き継 い だ もの12,,加 え て,

蕾 溝橋事件.前に契約された ものの,戦 争で 巾断 されて しまった5,000万 ドルの

機関車借款(1937年)で あ った。1930年 代 後 半,ア メ リカは,輸 銀 を媒介 に中

国市場へ と積極 的に進 出 しよ うとしていたが,日 中戦争 によって水 を差され る

格好 とな った。

では,本 稿 で対象 としてい る期 間 に行われた対華信用供与 を検討 してみよ う。

その最初 の借款 は,19381}/⑪ 月 に決定 され た2、500万 ドルの供与 であった。

これ は,日 本 か らの反発 を回避す るた めに,在 米の国民 政府代理機 関で ある

9)貿 易業者 らは,復 興金融公社 の業務拡張 によって貿.易金融 に資金的援助 が行わ れるよう政府 に

求め てい た、 また,時 期 を同 じくして,ア メ リカ政府内で ソ連,キ ューバ,ブ ラジルへ の復興金

融公社を経 由した多額の借款を検討 中で あった(斎 藤 〔21}1.02-1D4ペ ー ジ}.こ れらの問題を解

決す る手段 とレて,復 興 金融公社 とは別 に輸銀 を設立 し,海 外および国内貿易業者か らの 二・...ズ

に応 えよ うとした,

10)輸 銀は,当 初第一輸銀 〔対ソ貿易 専業),第 二輸銀 〔設立 当初 は対 キューバ貿易 専業,そ の後
ソビエ ト以外の諸外 国に対 象拡大).と いう2つ の組織 で活動 を始 めたが,1936年 にはこれ らが合

併 し,単...・組織 とな った。輸銀の設立綽綽や活動内容に関 して,詳 しくはPier寒Dn,War,[凪Leじ,
"Export .Impor　 EankOpαadon5ノ 」4η照ムqズε配4〃z爾 α御 為fα伽yげ 凸 〃'飴α'朋4品`fα ム脳'・

8παちV【4.211,September1940を 参照されたい。

1Dジ ョンソン法で は,対 米政府債務が不履行 となっている政府.への民 間貸付 を禁止 していた。そ

のため輸銀 は,当 時対米債務の償還が滞 っていた欧州諸 国に対す る貸付を行えなか った、

12)中 国は,両 借款で当初予定 されていた金額を完全 には消化 してい なか ったが,1938年 夏には食

糧不足 を理由 に,再 度 アメ11カ に新 規の棉 麦借款 を要請 してい る 〔DecimalFHe893.51/6721

PossiblビCreditt`pChina,J111y15,1988),,
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第2表 輸銀の貸出残高 (単 位:1,000ド ル)
-、
＼ 一＼ 年.

-

国 名 ＼.＼ 一一、 、.
1936 1937 .1938 1939 1940

聖

194ユ1)..一

コ ロ ン ビ ア

一一.一

38 5,825 7,678

チ リ 一 『 630 485 2,890 3,926

ハ.イ チ 一 } 165 1,905 3,435 3,890

ブ ラ ジ ル 508 1,320 925 16,395 13,621 13,545

メ キ シ コ 73 890 472 136 130 121

中 国 15,700 13,7⑪0 11,823 24,991 54,697 80,820

ス ペ イ ン 56 53 47 4,281 12,481 11,200

フ ィ ン ラ ン ド

一

一 一

一

18,219 23,005

ポ ー ラ ン ド 13 31 9 3,348 3,307 3,307

そ の 他幻 1,153 1,312 2,046 3,749 5,146 6,164

...

総 計 17,503 17,306 16,116 55,328 ユ19,75】. 153,658

注1)=1941年 のみ,3月 末 時 点 で の 貸 出 残 高 を 表 す。

2)=そ の他 に は,20ヶ 国 が 含 まれ るc

出 所;UnitedStatesRontdofG(rvevurzeoftheFederalReserveSyst㎜FederalAeversreBu1.

!6翻,May1941.p.386.

ユ ニ バ ー サ ル ・ トレー デ ィ ン グ ・コ ー ポ レー シ ョ ン(UniversalTrading

Corporation)が 受 け.入れ る形態 を とった ものであ る。 この借款 の利 益 は.ア

メ リカの農産物お よび工業製品の対華輸 出,中 国か らの桐油の輸出に ファイナ

ンスされ る と取 り決め られた。また,借 款 の担保 となる中国か らの桐油輸 出は,

利 益 の半分 をク レジ ッ トの償還に,残 るかト分 をアメリカ製品の購 入 に充 当す る

もの と した。 アメ リカが提示 した ク レジ ッ ト供与 の条件は,ク レジ ットを武

器 ・弾薬,航 空機の購 入,通 貨安定 に利 用 しないことであ った。特 に,武 器 ・

弾薬 の購 入に関 して,ア メリカは中立法 による規定が存在 していたため,そ れ

らにつ なが る借款供与 は行えなか ったのである13}。

13>中 立法をア ジア諸国 にも適応 した場 合,「 現金 自国運搬(Cash.and.Carry)方 式」が中 国大陸

で の膨張 を謀 る日本 にのみ有効に機能す るこ ととなる。 その ため,ル ーズ ヴェル トは 日中戦争に

際 して中立 法 の提 唱 を控 え,こ れ に抵触 しない経 済 支援 の範 囲内 で対 華支援 を行 ってい た

(Cohcn〔2}p.119)。 しか し,国 民政府 か らは.再三,軍 事物 資購 入のた めの借 款を要求 されて

いた 。
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この借款 は翌年2月,正 式合 意に至 ったが,ア メ リカ政府内部で もその有 効

性 を疑問視す る声があが っていた。将来 の中国か らの桐油輸出 を償還源 とする

借款案 ユつ を とって も,不 確 実性が非常 に高 く,中 国で桐油産出が確保され る

保証 は全 くなか ったか らであ る1'}。加 えて,孤 立主義 を取 り続 けて きた アメ リ

カ議 会.から輸銀 の活動範囲を抑 制す る法案が 出され ない とは言い切れない状況

であった。 に もかかわ らず,ア メリカは 日本 の軍事力拡大 を物質的 に制限す る

ために も,対 華支援 を必要 とみな した。 そ こで,議 会 をは じめ とす る対華支援

反対派 の懐柔策 として,借 款の桐油輸 出に よる償還 に加 え,中 国銀行の保証 も

取 り付 けたので あった19。

アメ リカ国民 の間で は中国 同情論が高 ま り,政 府 も断続的 に対華支援策 を講

じようとしたが,依 然 として孤 立主義を取 り続 ける議 会で は,中 国一国 に対す

る貸付 額の増加,更 には年 々増加す る輸銀 の全貸付額が孤立主義 を脅かす もの

であ るとして,輸 銀 の貸付額 に制限 を加 え るに至 った。 これ とは逆 に,輸 銀設

.㌔Zに至 る原動.カとなった輸出貿易商 らで構成 され る全国貿易評議会(National

ForeignTradeCouncil>`よ,輸 銀 の総貸付額 の制限緩和 や活動 内容 の拡充 を

訴 えるようになったL6㌔,実 際の輸銀 の活動には議 会か らの足枷が填め られてい

たが,貸 付 規制 の範 囲内で,輸 銀 の貸付 額が増加 の一途 を辿 ってい くのが現実

であ った。

中国への貸付規模 の大 きさは第2表 か ら明 らかで あ るが,ア メリカが対華支

援の一環 として輸銀借款 に踏 み切 った背景 には,輸 銀首脳部,及 び財務省 の一

部 に,中 国か らの支援 要請に応 えておけば,日 中戦争 終結 後,中 国か らアメ リ

カの商業活動に利益 が もた らされ る との漠然 と した大 きな希望 的予測が存在 し

14)借 款 案 が提 起 さ れ たユ9認 年 末 の時 点 で 南 京 政 府 が 桐 油 産 出 地 域 全 体 の 約8割 を統 治 して い た も

の の.キ 要 な産 出 地で あ る杭 州 は既 に 日本 の 占領 ドに あ り,湖 南 ・四 川 省 も 日本 の攻 撃 に よ り陥

落 す る 可 能性 が 非 常 に高 か っ た。 そ の た め,ア メ リ カ政 府 は 将 来 の桐 油 輸 出 を担 保 とす る借 款 に

難 色 を示 して い た(DecimalFile893.51/67362/8HamiltontoDepartmentofState,November

13,1938)。

15)U.S、DepartmentofSmote〔10〕Vol.III印P,56位

16)NationalForeignTra〔lcCouncil〔6〕P.xxi.
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だ η。同様 に,ア メ リカの民 間企 業に も,輸 銀借款 を利用 して中国市場 での利

益獲得 を狙 っていた ものがあ った。中国への建設資材販売のため に輸銀 か らの

借款 供 与 を模索 して いた ロー ブ リング社(RoeblingCompany)L酵,や.米 中 間

で資本提携 を画策 していた貿易業者19)は,そ の一例 であ る。 このよ うに,多 少

漠然 と した点は見 受け られるが,ア メ リカは官民揃 って 日中戦争 中か ら中国.市

場 に注 目 していた。

太平洋戦争開戦 に近付 くにつれ,ア メ リカの対華借款 はよ り積極的 に行 われ

るようになった。1940年 に は2件,総 額4,500万 ドルが南京国民政府 に供与 さ

れた。 これ らは,従 来通 り対 日戦 遂行 を援助す るために行われ た もので あ っ

た牝 保証 は,タ ング.スチ ンと錫 の輸 出 とした。.1件 目は,1939年 に ホ ワイ ト

(HarryDexterWhite,1892-1948)が 提 案 してい た2,000万 ドルの対 華借 款で

あった。 この借款 も,名 目上ユ ニバ ーサ ル ・トレーデ ィング ・コーポ レー シ ョ

ンに供与 され,将 来の錫輸 出が保証 とされた。 ルーズ ヴェル トが議会孤立主義

者 による対華 支援差 し止 めにあ ったため,借 款 は実現 しないか に見えたが,そ

の後,江 精衛 が 日本 の傀儡であ る南京 政府 を設 古 した ことを受 け,翌 年3月,

ルー.ズヴェル トは急遽借 款供与を決定 した。借款 は,ホ ワイ トの提案通 りの内

容で実施 され た。

2件 目は,中 央 銀行が2,500万 ドル を受 け入れ る ものであ った。借 款交渉 に

あた っていた財政部長 ・朱子文 は,当 初,最 低 で も5,00⑪ 万 ドルの借 款 を要求

していたが,米 中両国政府 間の.協議で 当初 要求 していた半分の2,500万 ドルに

抑 え られた。

17〕/bid.,pp.57-58,U.S.C・1・9・esa.House.C・mmitt…nB・nkingandCurram。y〔 呂〕p .86.

18)DecimalFO,893 .51/6886QuestionoffinancingthesaletotheChineseGovernmentoftoad

andbridge.buildmgmaterial,April21,1939,

19)DecimalFile89351/7034Memorandu皿of(=onver蝋iQI1,December14 、1939.

20)こ の 頃 か ら,国 民 政府 が 対 日戦 よ り も剃 共 戦 にカ を 注 ぐよ うに な った た め
.欧 米 諸 国 は国 民 政

府 を抗 日戦 に 集 中 させ る よ う対 応 策 を打 ち出 す 必 要 に 迫 られ て い た。 国 共対 立 の状 態 を前 に,・

部 の ア.メ リ カ政 府 関係 者 か ら 中国 共 産 党 勢 力 に 同 情 的 な 意 見 もみ られ,政 治 思 想 を越 えて ,全 て

の 抗 日勢 力 に 直接 支 援 の 乎が 差 し伸 べ られ るべ きで あ る との警 告 も な され た.に もか か わ らず
,

ア.メ リカ 政府 は 国民 政 府 の み に 支援 を続 けた(Sd旧ller〔7)on.43-44)。
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この借款供与以後,ア メリカは中国向けの資金供与 を増 加させた。同年一11月

29日,ル ーズヴェル トか らモーゲ ンソーへ性急 な対華借款 の要請が行われた。

その具体的内容は,(1〕 今 後24時 間 以内に5,000万 ドルの通 貨安 定借款 を行 う,

② 輸銀か ら同額の クレジ ットを行 う,と い うこ とで あった。 モーゲ ンソーの

反対で ルーズ ヴェル トの提 案は実現 され なか ったが,モ ーゲ ンソーが他 国に先

駆 けた中国通貨安定基 金への支援 を議会 と協議す ることで決 した。結果 的にア

メ リカは,当 初中国側 か ら内々に要求 されていた通貨安定借款 ではな く非軍事

物資 の購入のために,W1941年2月;5,000万 ドルの対華借款 を行 った。

第1表 か ら分か るよ うに,ア メ リカをはじめ とす る欧米諸 国か ら対華借款 は

何件 も行われ,主 に商品購 入に充てられ ていた。他方で,中 国には法幣 の価値

安定問題が浮上 していた。.日中開戦以 前,法 幣は数回にわ た って 日本 の通貨戦

に巻 き込 まれた ものの,中 国の豊富 な外貨準備 によって死守 された。 しか し開

戦後,中 国経済は国民 政府 の赤字財政の余波 を受 けて極度 の.インフ レーシ ョン

に陥 ったのである。国民政府 は法幣安定化資金の必 要性 を説 き,英 米仏 の各国

に借款の要請を行 ったが,こ れ に最初 に応えたのが,.イ ギ リ.スの出資で設立 さ

れ た通貨安 定基 金であ った21〕。 しか し,基 金は早 々の資 金枯 渇 によ り設立 後

数 ヶ月で実質的な活動休止 に追 い込 まれた ことか ら,国 民政府 は引 き続 きアメ

リカに通貨安定借款 と基金新設 を打診 していた。その活動 は,イ ギ リスの基金

設立か ら約2年 後 に結実す る。米菓 中3ヶ 国の協 同による通貨安定基金設立で

あ った。194.1年4月,ア メリカに関 しては5,000万 ドルの出資(中 国 の政府系

銀行か ら2,0QO万 ドルを拠出),イ ギ リスについ ては500万 ポ ン ドの出資で通 貨

安定基金の再 建が決定 された。米菓協同の通 貨安定基金 は,国 民政府側 が任.命

し.た5人(米 英 か ら各1名,中 国か ら3名)で 構 成 され る委 員会に よって管

理 ・運営 されだZ〕、

ユ941年 春 には 「武器貸 ワ法(Lend-LeaseAct)」 が 議 会で成立 し,武 器貸与

21)BritishParliamentaryPap,,ノ938一 諌9Cmd.5963、

22>ア.メ リカ国 務 省 緬 〔15〕53-54ペ ー ジ。
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とい う形態での軍 事援助が可能 となった。 よって,ア メリカは輸銀 を経 由 しな

い対華支援が実現可能 とな り,当 該行 の対華 支援業務 は終止符 を打 った。ただ ,

武 器貸与法 はイギ リス を対 象 として成立 した法律であ り,当 初,中 国は対 象国

に含 まれていなか った。貸与法 に基づ いて中国 に供与 された金額 は8憶7 ,000

万 ドルで,大 英帝国圏向けの310億 ドル,ソ 連 向けの110億 ドルな ど,欧 州諸国

と比べ ると大幅に少 ない鋤。

最後に,ア.メ リカの対 日政策 について触 れてお こう。 ア メリカは,中 国 に対

して と同様,日 本 に関 して も宥和 的姿勢 を取 り続 けた。1939年 ,日 米通商条約

の破棄 を通 告す るまで,ア.メ リカは対 日経済制裁 を行わず ,日 本へ軍事物資を

輸 吊 して いた。そのた め,ア メ リカが行 っ.た対 華輸銀借款}よ有効 に機能 しな

か った と考 えられ る。
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